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度
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三

喜

田

ヒ
鷺
ム
翻
ハ

蔵

(信
州
大
学
教
授

文
理
学
部
)

本
論
文

に
於
て
ゲ
ル
マ
ン
民
族

の
原
始
時
代
と
し
て
取
扱
ふ
の
は
シ
ー
ザ
ー
か
ら
タ
キ
ト
ウ
ス
に
至
る
時
代
で
、
ラ

・
テ
ネ

(
ピ
餌
↓
仙ロ
Φ)
文
化
時
代

の
末

期
に
当
る
。
ゲ
ル
マ
ン
民
族
は
紀

元
前
二
〇
〇
〇
年
の
頃
か
ら
民
族
大
移
動

の
時
代
ま
で
、
更
に
そ
の
あ
る
部
族
窯
於
て
は
、
ヴ
イ
キ
ン
グ
の
時
代
に
至
る
ま

で
原
始
時
代
が
継
続
す
る
の
で
、
特

に
こ
の
ラ
・
テ
ネ
末
期
の
み
が
原
始
時
代
で
な
い
。
且
つ
ラ
・テ
ネ
末
期
に
は
手

工
業

に
於
て
精
巧
な
芸
術
的
作
品
が
製
作

せ
ら
れ
、
厳
密
な
意
味
に
於
て
は
原
始
時
代
と
い
ふ
言
葉
は
穏
当
で
な
い
。
然
し
普
通
よ
く
用
ひ
ら
れ
る
ド
ー
プ
シ
ユ
教
授
の

「
所
謂
原
始
時
代
」
(。。
oぴq
Φ口
呼

け
ロ
8

ご
嵩
①
律
)
と
い
ふ
意
味
に
於
て
こ
の
時
代
を
か
く
呼
び
度
い
。

最
近
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
原
始
時
代
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究

に
よ
つ
て
こ
の
方
面
に
新
分
野
が
開
拓
さ
れ
、
屡

々
従
来

の
定
説
を
覆
す
こ
と
す
ら
起

つ
た
。

然

し
本
問
題
に
盟
す
る
限
り
、
シ
ー
ザ
ー
の
ガ
リ
ァ
戦
記

(O
o
彰
ヨ
①
暮
覧
臨
ユ
①
切
①
目
o
O
巴
一一〇〇
)
と
タ
キ
ト
ウ
ス
の
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア

(ぴq
鶏
臼
鋤
づ
貯
)
に
拠

る
外
な
く
(
こ
の
二
の
記
述
史
料
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
ゴ
聞
題
の
決
め
手
で
あ
る
。
・

・

こ
の
二
の
史
料
を
取
扱
ふ
に
当

つ
て
最
も
注
意
す
べ
き
は
、

こ
の
史
料
は
と
も
に
ゲ
ル
マ
ン
の
敵
対
民
族
で
あ
る
・
ー
マ
人
の
手
記
で
あ
る
こ
と
玉
、
二
人

共
政
治
的
意
図
を
以

つ
て
こ
れ
を
著
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

シ
ー
ザ
ー

Q
三
鍵
ω

{》
霧
霧
)

が
彼
の
前
五
八
年

か
ら
五
二
年
に
亘
る
ガ
リ
ァ
遠
征
の
記
録

を
、
七
巻
と
し
て
五

一
年
迄
に
完

成
し
た
こ
の
ガ
リ
ア
戦
記
は
、
ゲ
ル
マ
ン
の
国
体
、
政
治
、
軍
隊
、
風
俗
、
習
慣
に
対
し
て
鋭
敏
、
透
徹
な
る
観
察
を
下
し
、

錯
雑
せ
る
情
勢
の
申
か
ら
的
確
に
核
心
を
把
握
し
大
体
正
鵠
を
得
た
決
論
を
下
し
て
ゐ
る
。
然
し
彼
は
ゲ
ル
マ
ン
民
族
に
対
し
敵
意
を
抱
い
て
ゐ
た
こ
と
、
彼

の
背
後

に
あ
る
ロ
ー
マ
民
衆
を
意
識
し
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
制
度
、
風
習
を
語
り
つ
x
も
、
閤
接
に
自
己
の
三
頭
政
治
の
理
想
を
宣
伝
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
持

つ
て
ゐ
た
事
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

原
始
デ

ル
マ
y
民
族

の
農
地
制
度

に
就

て

(
三
喜
田
)

一

(
一
)



　
　
　
信
州
大
学
紀
要
　
篤
二
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二
（
二
）

　
タ
キ
ト
ウ
ス
．
（
O
o
讐
Φ
躍
石
臼
鋤
且
葺
。
ゆ
）
が
九
八
年
に
著
し
た
「
ゲ
ル
マ
ー
昌
ア
」
は
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
風
俗
、
習
慣
、
議
会
、
裁
判
、
宗
教
、
地
理
、
気

候
な
ど
多
岐
の
聞
題
を
取
扱
ひ
、
」
而
も
深
く
入
生
そ
の
も
の
に
触
れ
、
簡
潔
の
文
章
に
含
蓄
の
深
い
内
容
を
盛
っ
て
み
る
。
そ
の
一
字
一
句
を
如
何
に
解
す
る

か
困
難
な
丁
合
が
多
い
。
且
つ
タ
キ
ト
ウ
ス
は
マ
リ
ウ
ス
以
来
二
百
年
に
亘
る
ゲ
ル
マ
ン
の
攻
勢
に
対
す
る
ロ
ー
マ
の
了
し
き
防
戦
を
見
て
ヘ
ロ
ー
マ
帝
国
の

最
大
の
脅
威
の
北
辺
よ
班
迫
る
を
身
近
に
感
じ
、
帝
国
の
将
来
に
宿
命
的
な
も
の
す
ら
抱
い
て
み
た
様
に
思
は
れ
る
。
彼
は
「
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ヤ
」
三
十
三
章
に

於
て
「
今
や
ロ
ー
マ
帝
国
の
運
命
の
切
追
せ
る
時
、
運
命
が
吾
々
に
敵
同
志
の
不
和
よ
り
も
偉
大
な
も
の
を
与
へ
る
こ
と
が
出
来
ぬ
と
す
れ
ぽ
貸
私
は
祈
る
、
‘

こ
れ
ら
の
部
族
の
間
に
吾
々
に
対
す
る
愛
な
ら
で
、
彼
等
相
互
の
間
の
不
和
が
永
く
継
続
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
」
（
（
寓
餌
ロ
①
暮
”
O
§
¢
ω
o
鼻
差
簿
ρ
二
①
α
q
①
昌
賦
ぴ
審
℃

。。凶

冝
B
出
港
ヨ
。
昌
μ
o
馨
拝
鉾
8
洋
Φ
．
o
鎌
日
日
◎
。
鼠
”
ρ
q
嚢
，
β
血
P
　
鐸
層
ぴ
q
①
口
け
3
質
。
。
一
霞
b
①
耳
門
h
暮
重
日
び
圃
一
㌶
諺
娼
同
鋤
Φ
G
。
珍
話
8
同
窪
け
㊤
葺
9
冨
。
◎
，
b
o
8
。
。
辞

ρ
自
餌
菖
〒
げ
8
藏
自
恕
、
象
の
o
o
a
貯
ヨ
・
）
　
と
言
っ
て
み
る
。
彼
は
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
風
俗
、
習
慣
を
叙
し
、
　
ロ
ー
マ
昆
．
衆
を
し
て
彼
等
の
敵
に
対
す
る

認
識
を
深
め
し
め
こ
れ
に
対
し
て
適
切
な
る
対
策
を
講
ぜ
し
め
む
と
し
た
が
、
同
時
に
純
潔
な
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
光
の
面
に
魅
せ
ら
れ
、
老
衰
燗
熟
せ
る
ロ
ー

マ
民
族
に
対
し
て
誠
刺
的
た
ら
ざ
る
を
繁
く
な
っ
た
。
従
っ
て
タ
キ
ト
ウ
ス
の
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
は
一
種
の
諏
刺
文
学
と
言
は
れ
る
呂
調
刺
的
意
図
の
含
ま
れ
て

み
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
シ
ー
ザ
ー
の
「
ガ
リ
ア
戦
記
」
も
タ
キ
ト
ウ
ス
の
「
ゲ
ル
マ
ー
一
一
ア
」
も
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
所
謂
教
訓
的
或
は
実
用
的

歴
覧
（
蜜
語
冨
坤
①
鼠
震
器
品
日
暮
一
‘
。
9
Φ
Ω
霧
。
ぼ
。
算
Φ
）
で
あ
り
、
ド
ー
プ
シ
ユ
の
所
謂
意
図
を
持
つ
た
報
告
（
臼
。
試
く
①
じ
Q
Φ
艮
。
げ
梓
①
）
で
あ
る
薯
を
銘

記
す
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
．

二

　
原
始
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
農
地
制
度
考
究
の
基
礎
条
件
と
な
る
も
の
の
第
一
は
ゲ
ル
マ
ン
民
族
が
遊
牧
民
族
で
あ
る
か
或
は
定
住
的
農
耕
民
族
で
あ
る
か
の
問

題
、
第
二
は
彼
等
の
社
会
が
ど
の
程
度
の
進
化
を
遂
げ
て
居
た
か
の
問
題
で
あ
る
。
か
つ
て
ゲ
ル
マ
ン
民
族
は
遊
牧
の
民
と
し
て
ア
ジ
ア
か
ら
欧
洲
に
侵
入
し
た

と
い
ふ
説
が
行
は
れ
て
る
た
。
然
る
に
最
近
ゲ
ル
マ
ン
民
族
は
定
住
的
農
耕
民
族
で
イ
ン
ド
・
ゲ
ル
マ
ン
の
時
代
か
ら
北
欧
を
原
住
地
と
し
て
み
た
と
の
説
が

有
力
と
な
っ
た
。
イ
ン
ド
・
ゲ
ル
マ
ン
文
化
の
発
生
期
は
紀
元
前
＝
一
〇
〇
〇
i
四
〇
〇
〇
年
代
に
遡
る
こ
と
、
前
四
〇
〇
〇
1
二
〇
〇
〇
年
代
が
こ
の
民
族

の
移
動
期
で
湘
欧
か
ら
ア
ジ
ア
、
東
欧
、
中
欧
、
南
欧
に
イ
ン
ド
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
国
家
と
文
化
を
創
建
七
た
こ
と
、
こ
れ
ら
諸
民
族
の
移
動
の
後
に
原
住
地
に

残
っ
た
の
が
ゲ
ル
マ
ン
民
族
で
あ
る
こ
と
が
最
近
の
科
学
的
研
究
に
よ
っ
て
最
↑
も
信
じ
得
ら
れ
る
假
説
と
な
っ
た
。

　
タ
キ
ト
ウ
ス
が
「
ゲ
ル
マ
回
心
ア
」
二
章
に
於
て
「
私
は
ゲ
ル
マ
ン
族
そ
の
も
の
は
土
着
の
も
の
で
、
移
住
や
来
訪
に
よ
っ
て
他
種
族
と
混
血
し
て
み
な
い

、

・



噛

喝

湖

と
信
じ
た
い
」
（
同
b
の
8
⑳
Φ
H
R
嬉
昌
。
の
ぎ
象
ぴ
q
Φ
ロ
鋤
ω
o
同
①
α
置
Φ
艮
B
・
ヨ
冒
一
b
ρ
Φ
ρ
瓢
②
含
Ω
躍
㊤
邑
q
ヨ
騎
①
ロ
江
＝
巳
節
ユ
＜
＠
昌
昌
び
離
ω
．
①
け
げ
。
ω
切
ま
隣
ω
ヨ
粛
8
。
摩
・
）
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

ひ
、
叉
第
四
章
に
於
て
「
私
個
入
と
し
て
は
ゲ
ル
マ
ン
諸
族
は
何
等
他
の
種
族
と
通
婚
の
憎
め
に
汚
さ
れ
た
る
こ
と
な
く
、
特
殊
に
し
て
純
粋
な
、
自
分
自
身

に
の
み
似
て
居
る
種
族
と
七
て
維
持
し
て
来
た
之
信
ず
る
入
々
の
意
見
に
同
意
す
る
」
q
霧
①
①
o
屯
営
8
甘
δ
巳
び
信
ω
螢
o
o
①
窪
P
ρ
巳
ぴ
q
窪
毒
心
巳
9
。
Φ
0
8
■

三
〇
。
自
目
結
＝
。
嘩
巨
富
節
目
貰
＝
葺
⇔
鉾
ぢ
け
。
巳
8
⇔
ロ
鐸
互
δ
貯
h
Φ
♀
8
匂
嶺
。
震
貯
日
g
。
。
貯
。
①
冨
2
Φ
け
鍵
ロ
ε
目
。
。
三
韓
皆
目
日
ぴ
身
①
艮
Φ
臼
Φ
駆
臨
註
ω
ω
ρ

β。

g
戴
賃
頭
葦
葺
．
）
と
言
っ
て
み
る
の
は
古
代
の
著
者
と
し
て
誠
に
意
味
深
い
表
現
で
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
民
族
は
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
定
住
的
農
耕
民
と

し
て
の
性
格
を
持
ち
つ
つ
徐
々
に
東
欧
、
南
欧
に
移
動
し
、
最
後
に
歴
史
上
民
族
大
移
動
と
言
は
れ
る
時
期
に
連
る
の
で
あ
る
が
、
か
＆
る
移
動
も
原
始
的
農

業
経
済
を
維
持
す
る
為
め
の
土
地
の
不
足
か
ら
で
、
遊
牧
的
性
格
か
ら
で
は
な
い
。

　
シ
ー
ザ
ー
か
ら
タ
キ
ト
ウ
ス
に
至
る
時
期
に
於
て
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
民
族
源
を
養
ふ
主
要
な
る
経
済
的
活
動
は
牧
畜
を
伴
ふ
定
住
的
農
耕
で
あ
っ
た
。
然
し

シ
通
ザ
ー
も
タ
キ
ト
ウ
ス
も
ゲ
ル
マ
ン
を
黒
熱
せ
る
ロ
ー
マ
入
に
対
比
す
る
為
に
ゲ
ル
マ
ン
の
原
始
性
を
誇
張
す
る
傾
向
が
あ
り
、
狩
猟
に
就
て
多
く
を
語

る
・
タ
．
キ
ト
ウ
ス
は
「
ゲ
ル
マ
筆
海
ア
」
二
十
三
章
に
於
て
「
食
物
は
簡
素
で
野
生
の
果
糖
、
新
鮮
な
野
獣
の
肉
或
幡
凝
乳
を
摂
る
」
．
（
Ω
玄
。
。
一
白
づ
疑
O
①
ψ
要
語
q
堕

①
Q
。
江
㊤
U
g
B
P
o
M
．
同
①
o
①
⇔
ロ
。
｛
①
同
縛
網
⇔
け
訂
o
o
O
ご
。
同
Φ
け
蝿
口
．
）
と
言
ひ
、
十
七
章
に
於
て
は
「
彼
等
は
野
獣
の
皮
を
ま
と
う
」
（
ぴ
q
賃
億
コ
け
①
け
h
霞
自
D
昌
＝
葺
b
Φ
＝
Φ
の
）

と
言
っ
て
み
る
。
又
ガ
リ
ァ
戦
記
六
章
二
十
一
節
に
於
て
は
「
彼
等
の
全
生
涯
は
狩
猟
と
武
裏
の
銀
錬
に
過
さ
る
」
（
＜
元
弘
。
目
巳
ω
貯
く
Φ
口
鉾
δ
巳
び
屋

暮
心
試
①
言
ω
け
昌
直
話
同
鉱
甘
諜
詳
㊤
甑
の
o
o
⇔
◎
o
虜
翼
壁
）
と
言
ひ
、
ゲ
ル
マ
三
一
ア
十
五
章
に
於
て
は
「
戦
争
に
出
な
い
時
は
、
そ
の
日
の
幾
分
を
狩
猟
に
、
よ
り

多
く
を
睡
眠
と
飲
食
に
耽
っ
て
無
為
に
日
を
送
る
」
（
の
二
〇
寓
①
昌
℃
ゆ
び
算
す
昌
。
ロ
ド
Φ
ロ
け
♂
　
ヨ
三
ε
日
く
①
ロ
塑
獣
一
u
q
ω
℃
瀬
野
。
自
．
O
①
H
O
江
瓢
露
茸
四
口
ω
薩
蝿
昌
章

ユ
①
臼
．
無
ω
o
犀
昌
。
鼠
び
o
ρ
信
①
．
）
と
雷
っ
て
ゐ
．
る
。

．
更
に
経
済
的
活
動
と
し
て
の
掠
奪
行
為
に
言
及
し
、
ゲ
ル
マ
竃
ニ
ァ
十
四
章
に
撃
て
は
「
（
首
領
の
従
士
に
）
惜
気
な
く
与
え
る
材
料
は
繋
争
と
掠
奪
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
。
彼
等
に
地
を
耕
し
年
々
の
蚊
穫
を
期
待
す
る
こ
と
を
説
得
す
る
の
は
、
敵
に
戦
ひ
を
挑
み
傷
を
以
る
こ
と
を
勧
め
る
よ
り
は
容
易
で
な
い
。

血
を
以
て
獲
得
せ
ら
れ
る
も
の
を
敢
て
額
に
汗
し
て
得
る
こ
と
は
怠
惰
で
あ
り
無
能
で
あ
る
と
さ
へ
領
導
は
思
っ
て
み
る
」
（
竃
簿
霞
甘
露
。
ロ
庄
8
鼻
㌶
①
b
豊

9
萄
①
酵
善
導
轟
Z
Φ
。
9
。
藁
屋
①
8
日
南
β
曽
韓
槌
超
Φ
g
鑑
①
露
量
β
自
誓
貯
亀
①
冨
屋
嵩
窃
巴
。
。
”
ρ
自
虐
く
。
8
お
ぎ
。
。
け
①
ω
①
け
く
巳
器
量
導
？

巴
①
鼠
●
「
℃
黄
厩
豊
前
．
．
ρ
且
嘗
日
日
。
二
言
段
。
◎
＜
鐵
①
げ
q
が
。
。
⊆
山
O
目
Φ
⇔
塵
ρ
環
貯
①
H
ρ
　
ρ
q
o
α
b
O
の
。
。
冨
。
o
餌
昌
ぴ
q
巳
昌
①
、
す
鶏
鍵
O
．
．
）
と
言
ひ
、
又
ガ
リ
ア
戦
記
六
章
二

十
三
節
に
曾
て
は
「
掠
奪
は
彼
等
の
部
族
の
領
域
外
で
行
は
れ
る
限
り
彼
等
に
は
何
等
の
不
名
誉
と
は
な
ら
な
い
」
（
ピ
騨
育
0
9
巳
鋤
口
草
す
日
義
樽
び
①
導
貯
賄
孚

巨
鋤
岸
ρ
岳
。
①
算
量
昔
霧
渥
岡
彦
程
①
身
冨
瓢
。
。
身
導
・
）
と
言
っ
て
ゐ
ゐ
⑬

　
　
　
原
始
ゲ
ル
マ
y
民
族
の
農
地
制
度
に
就
て
（
三
喜
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
，
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
三
（
三
）

，



，

　
　
　
　
信
州
大
学
紀
要
　
．
第
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
四
（
四
）

　
か
く
ゲ
ル
マ
ン
は
狩
猟
や
掠
奪
を
行
っ
た
と
し
て
も
彼
等
の
民
族
源
を
養
ふ
・
王
要
な
経
済
活
動
は
牧
畜
と
農
耕
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
ス
エ
．
i
デ
ン
の
ボ
フ

ス
レ
」
ン
　
（
O
o
拶
窃
域
巳
に
於
け
．
る
鋤
を
曳
く
牡
牛
の
青
銅
時
代
の
岩
石
彫
刻
や
、
ロ
L
マ
時
代
の
ヤ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
帝
の
記
念
塔
に
描
か
れ
た

ロ
ー
・
マ
人
の
掠
奪
．
に
あ
っ
・
て
居
る
ゲ
ル
マ
ン
の
山
羊
、
牛
、
羊
等
の
家
畜
の
浮
彫
は
、
家
畜
が
ゲ
ル
マ
ン
人
の
生
活
に
重
要
な
役
目
を
果
し
て
み
た
こ
と
を
物

語
る
。
「
ゲ
ル
マ
ー
．
ニ
ア
」
二
十
一
章
に
於
て
「
殺
人
で
さ
へ
牛
や
羊
の
一
定
・
数
に
よ
っ
て
償
は
れ
、
全
家
族
は
こ
の
賠
償
を
」
納
め
る
」
（
冒
亡
命
昌
①
巳
ヨ

①
賦
簿
露
げ
8
鼠
α
試
貯
旨
。
①
H
．
8
霞
B
①
導
。
養
日
曽
。
娼
Φ
o
o
ヨ
日
出
巨
峯
興
P
冠
Φ
o
富
津
ρ
貴
①
。
。
暮
一
の
ド
。
¢
o
口
①
言
目
巳
く
窺
鍔
α
o
日
＝
ω
。
．
）
と
言
っ
て
み
る
如

く
、
牛
、
由
羊
、
羊
、
豚
は
彼
等
の
最
も
貴
重
な
る
財
産
で
あ
っ
た
。
又
ガ
リ
ァ
戦
記
四
章
一
節
に
於
て
は
「
彼
等
の
食
粉
は
余
り
穀
物
に
よ
ら
ず
主
と
し
て

　
　
　
　
　
　
■

牛
乳
と
肉
で
あ
る
」
（
Z
Φ
ρ
q
①
臼
三
窪
厳
坤
鐸
日
①
簿
。
℃
の
Φ
甑
白
州
崇
高
鋤
目
語
洋
①
旨
旨
9
①
鉾
ρ
甦
①
b
①
8
器
≦
＜
⊆
馨
．
）
と
一
言
っ
て
み
る
Q
又
タ
キ
ト
ゥ

ス
鳳
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ァ
十
四
章
に
於
て
「
従
士
は
首
領
の
寛
大
さ
に
よ
っ
て
、
か
の
軍
馬
、
か
の
血
潮
滴
る
勝
利
の
フ
ラ
メ
ア
を
か
ち
得
ん
と
願
っ
て
み
る
ぬ

（
団
滋
騎
q
U
け
①
巨
日
面
甑
β
鼠
ゼ
δ
ω
昆
、
躍
ぴ
Φ
昌
巴
律
引
け
Φ
帥
鵠
毎
昌
び
①
一
醇
曲
O
巴
Φ
日
．
①
ρ
信
望
日
”
農
鋤
巨
。
鴎
餌
①
昌
慈
毎
≦
0
8
ユ
。
Φ
営
ρ
O
①
h
居
㊤
露
Φ
鎚
昌
。
）
と
い
ひ
、

叉
十
八
章
に
棄
て
生
涯
労
苦
を
倶
に
す
る
象
徴
と
し
て
結
婚
に
際
し
て
夫
は
妻
に
「
範
に
繋
が
れ
た
る
牛
、
装
備
さ
れ
た
る
馬
」
（
び
O
o
貯
u
o
臨
び
。
＜
O
ρ
げ
o
o

勺
母
鉾
島
．
Φ
ρ
含
。
の
）
を
贈
る
と
言
っ
て
み
る
。
か
く
牧
畜
は
ゲ
ル
マ
ン
社
会
に
あ
っ
て
は
平
時
に
於
て
も
．
戦
時
に
あ
っ
て
も
重
要
な
経
済
的
産
業
で
あ
っ
た
。

　
農
耕
に
就
て
タ
キ
ト
ウ
ス
は
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
五
章
に
於
て
「
穀
物
は
豊
か
な
る
も
、
果
樹
を
生
ず
る
に
堪
へ
ず
、
家
畜
に
富
め
る
も
そ
の
体
は
概
ね
小
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

り
」
（
Q
っ
鉾
δ
h
①
量
播
⇒
ロ
伽
q
嵐
Φ
白
蜜
8
』
旨
。
窓
貢
ぎ
冨
註
①
昌
ω
”
ゼ
①
o
o
遷
日
剛
。
①
②
姐
昌
瓜
P
。
。
①
窪
且
亀
β
ヨ
ρ
q
Φ
貯
胃
o
o
零
鉾
）
と
言
っ
て
み
る
如
く
、
ゲ

ル
マ
ン
は
原
始
時
代
か
ら
穀
物
の
種
類
に
富
み
、
大
麦
（
O
窪
露
①
ソ
小
麦
（
自
①
蒔
①
⇒
）
黍
（
国
詰
ω
①
）
燕
麦
（
調
縁
①
目
）
ラ
イ
麦
（
園
O
趣
q
ぴ
q
①
昌
）
碗
豆
（
国
弓
び
。
。
①
）

扁
豆
（
臣
易
①
）
隠
元
（
ゆ
。
ぼ
①
）
を
裁
激
し
、
馨
粟
（
言
O
げ
嵩
）
に
ん
じ
ん
（
≧
0
腎
①
）
あ
ぶ
ら
な
（
園
な
び
Φ
）
∴
亜
麻
（
固
節
。
げ
ω
）
大
麻
（
国
き
囲
）
大
急

（
≦
巴
山
）
等
を
持
っ
て
．
み
た
。
（
匂
．
・
国
o
o
も
ρ
零
筥
飯
び
ぎ
B
①
出
遣
鳥
園
三
慈
ε
自
餌
昌
N
Φ
⇔
冒
ぴ
q
Φ
四
日
節
巳
。
。
○
げ
Φ
⇔
巴
酔
①
詳
O
田
参
照
）
叉
タ
キ
ト
ウ
ス
は
「
果

樹
を
生
す
る
に
堪
へ
ず
」
と
い
っ
て
み
る
が
、
十
章
に
於
て
は
「
果
樹
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
小
枝
（
＜
管
讐
P
貯
葺
讐
｛
Φ
量
Φ
錠
び
。
瓜
ユ
Φ
o
富
⇔
日
）
を
皆
野

こ
に
使
用
す
る
こ
と
を
述
べ
て
居
る
。
林
檎
も
早
く
ら
裁
培
さ
れ
林
檎
酒
が
造
ら
れ
て
居
た
様
で
あ
る
。
従
っ
て
「
果
樹
を
生
ず
る
に
堪
へ
ず
」
（
二
二
ぴ
q
崖
Φ
量
讐
ヨ

讐
ぴ
。
霊
日
貯
冨
賦
①
葛
）
は
「
果
樹
を
生
す
る
に
堪
ふ
」
（
h
讐
讐
｛
Φ
話
養
臼
鉾
ぴ
。
霊
日
b
霧
δ
嵩
）
の
写
字
の
誤
り
で
な
い
か
と
の
説
も
あ
る
。

　
定
住
的
農
耕
罠
で
あ
．
る
ゲ
ル
マ
ン
の
当
時
の
社
会
は
、
「
ゲ
ル
マ
1
ニ
ア
」
二
十
五
章
に
於
て
「
「
奴
隷
は
各
々
己
の
居
所
を
持
ち
、
各
々
・
の
世
帯
を
営
む
。

主
人
は
吾
々
（
・
ー
マ
入
）
が
小
作
人
に
対
す
る
如
く
奴
隷
に
一
定
量
の
穀
物
或
は
家
畜
或
は
織
物
を
課
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
」
（
も
つ
量
ヨ
ρ
巳
ω
ρ
¢
①
ω
①
α
⑦
β

Qっ

M
。
。
っ
℃
①
ロ
暮
①
細
螺
①
ひ
q
罫
司
窪
一
づ
①
鐸
江
ヨ
○
会
　
ヨ
、
畠
○
暴
ぎ
皿
。
◎
・
、
熟
議
℃
①
o
O
巳
。
Q
・
鋤
輯
［
＜
①
ω
泣
。
。
・
目
端
0
9
0
P
O
・
母
野
昌
同
旨
、
）
と
言
っ
て
居
る
如
く
複
雑
な
相

ρ

，t

P



甲

．
当
進
化
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
自
由
入
の
下
に
半
自
由
人
や
奴
馨
が
小
作
人
と
し
て
使
用
さ
れ
て
居
た
。
こ
の
ゲ
ル
マ
ン
の
社
会
と
ロ
ー
マ
の
社
会
と
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

ラ
イ
ン
、
ぎ
ナ
ウ
母
物
の
沿
岸
を
接
触
地
と
し
て
相
当
頻
繁
に
交
易
が
行
は
れ
、
殊
に
ラ
エ
テ
イ
ア
州
の
首
府
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
等
が
そ
の
中
心
地
で
、
「
ゲ

ル
マ
、
i
ニ
ア
」
四
十
；
早
に
於
て
は
ヘ
ル
ム
ン
ヅ
リ
ー
族
（
国
①
層
b
P
q
昌
ユ
講
H
，
一
）
が
ご
ふ
で
盛
に
商
取
引
を
行
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
人
は
毛
皮

や
號
珀
を
輸
出
し
そ
の
代
償
と
し
て
青
銅
、
鉄
ガ
ラ
．
ス
製
品
、
葡
萄
酒
そ
の
他
の
装
身
具
を
購
っ
た
。

　
か
N
る
ゲ
ル
マ
ン
の
農
民
は
二
世
紀
以
後
の
ロ
L
マ
と
の
接
触
に
於
て
、
彼
等
の
生
命
が
脅
さ
れ
た
時
の
外
は
ロ
ー
マ
人
と
協
調
的
で
あ
っ
た
。
．
即
ち
彼
等

は
降
伏
者
（
山
①
象
二
〇
ε
と
し
て
・
ー
マ
軍
隊
に
編
入
さ
れ
た
時
て
も
、
退
役
宿
入
（
＜
①
8
琶
づ
）
と
し
て
要
塞
附
近
の
土
地
「
を
耕
作
し
た
時
で
も
、
農
奴

（
冨
①
鉱
）
．
と
し
て
土
地
に
拘
束
せ
ら
れ
て
り
メ
ス
附
近
の
土
地
の
農
耕
に
従
事
し
た
時
で
も
、
大
体
平
和
的
で
あ
り
、
・
ー
マ
社
会
に
、
そ
の
最
も
敏
撤
せ
る

労
働
力
を
補
給
し
、
同
時
に
ロ
ー
マ
社
会
を
ゲ
ル
マ
ン
化
し
て
民
族
大
移
動
後
に
成
立
す
る
ロ
ー
マ
風
ゲ
ル
マ
ン
風
社
会
の
基
礎
を
作
っ
た
の
で
あ
惹
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
か
」
る
農
耕
社
会
を
形
成
し
て
み
た
ゲ
ル
マ
ン
人
の
シ
ー
ザ
ユ
か
ら
タ
キ
ト
ウ
ス
に
至
る
頃
の
農
地
制
度
は
如
何
な
る
形
態
の
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う

か
。
こ
の
問
題
の
解
決
の
鍵
は
ガ
リ
ア
戦
記
四
章
」
一
節
、
六
章
一
一
十
二
節
、
「
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ァ
」
二
十
六
章
の
解
釈
に
あ
る
。
シ
．
ー
ザ
適
は
四
章
一
節
に
於
て

　
「
彼
等
の
も
と
に
於
て
は
個
人
的
な
分
割
せ
ら
れ
た
る
土
地
は
存
在
し
な
い
。
叉
一
年
以
上
同
一
の
場
所
に
住
む
為
に
留
ま
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
（
Q
o
①
α

O
監
〈
9
。
出
餌
。
ω
①
憎
曽
轟
出
国
ぴ
q
増
一
節
巨
多
①
O
ω
昌
鰹
臨
①
。
。
遭
ロ
①
ρ
偉
①
圃
O
β
ぴ
q
貯
。
っ
脚
質
⇔
o
お
巳
9
U
窪
①
慧
⇔
O
貯
同
o
o
O
o
o
δ
ロ
象
。
碧
に
ω
塑
．
＝
o
騨
・
〉
と
云
ひ
、
六
．

章
二
十
二
節
に
於
て
は
「
誰
も
仕
切
つ
た
一
定
の
土
地
や
自
分
自
身
の
境
界
を
持
た
な
い
。
直
宮
や
首
領
は
毎
年
部
族
や
結
合
し
た
血
族
に
そ
れ
が
と
も
か
く

、
も
満
足
す
る
だ
け
の
土
地
を
指
定
す
る
。
而
も
そ
の
翌
年
に
は
又
ど
こ
か
の
異
っ
た
場
所
に
移
転
さ
せ
る
」
（
Z
①
ρ
瓢
Φ
ρ
息
ω
ρ
q
国
9
働
ゆ
q
民
臼
。
血
忌
旨
8
詳
市
日

鋤
爵
号
・
の
蔓
・
Φ
ε
δ
旨
8
。
・
①
飢
．
量
箒
胃
量
器
。
娼
膏
暑
・
の
ヨ
き
8
。
。
当
量
。
農
①
算
一
g
ω
8
ぴ
q
轟
鉱
8
首
。
。
彊
①
び
。
巨
ロ
§
含
昌
①

下
略
餌
o
o
δ
民
犀
ロ
F
ρ
q
魯
⇔
鍵
白
①
け
ρ
q
o
一
〇
〇
〇
く
δ
O
臼
①
馨
自
。
駒
昌
㊤
岱
電
一
ぴ
輯
旨
け
自
⊃
呂
偉
①
9
。
口
調
o
b
o
。
。
け
曇
。
賦
。
電
鯵
ロ
。
。
貯
Φ
②
o
趣
q
目
昌
r
）
と
言
っ
て
み
る
。
タ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ト
ウ
ス
は
二
十
六
章
に
於
て
「
土
地
は
耕
作
者
の
数
に
応
じ
て
消
毒
と
し
て
村
に
於
て
占
有
せ
ら
れ
、
更
に
直
ち
に
彼
等
相
互
の
間
に
看
て
社
会
的
地
位
に
よ

　
つ
て
分
配
せ
ら
れ
る
」
（
誤
ぴ
q
拝
b
層
。
目
的
ヨ
Φ
同
o
o
巳
8
同
q
筥
℃
帥
び
離
巳
〈
①
層
ω
δ
ぎ
く
ざ
Φ
。
。
◎
o
o
悶
℃
的
弓
霞
」
ρ
離
。
。
α
白
。
×
言
♂
①
厭
ω
ρ
a
Φ
o
ロ
ロ
山
男
盛
鳥
薩
u
㌘

．
ぼ
O
ロ
①
導
℃
冒
詳
貯
ロ
窪
炉
）
と
言
っ
て
み
る
。

　
．
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
自
由
戦
役
、
農
奴
解
放
等
の
自
由
主
義
思
想
の
発
展
に
刺
戟
せ
ら
れ
た
研
究
家
、
・
特
に
法
学
者
の
間
に
於
て
は
、
こ
れ
ら
シ
㌃
ザ
ー
や
タ

　
　
　
　
原
始
ゲ
ル
マ
〉
・
民
族
の
農
地
制
度
に
就
て
（
三
喜
田
）
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
　
　
　
五
（
五
）

へ

町



啄

　
　
　
　
信
州
大
堂
丁
下
心
菅
貰
　
　
　
傭
弟
　
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
六
　
（
六
）

キ
ト
ウ
、
ス
の
交
献
を
根
拠
と
し
て
原
始
民
族
の
間
に
於
農
地
共
産
主
義
が
実
行
せ
ら
れ
た
と
も
て
マ
ル
ク
共
同
体
説
（
冨
母
胃
鵬
窪
。
の
・
。
①
畠
。
げ
鷺
ヰ
財
①
o
鼠
①
）

．
叉
は
農
地
共
産
主
義
（
諺
⑰
q
巴
鷲
許
。
含
日
田
⇔
冨
野
離
。
。
）
を
提
唱
し
た
人
々
が
現
れ
た
。
　
一
八
二
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
グ
大
学
の
法
律
学
教
授

ロ
ツ
ゲ
氏
の
、
ゲ
ル
マ
ン
の
裁
判
制
度
（
∪
鉾
閑
鋤
匹
岩
梨
ぴ
q
試
曽
閑
O
ぴ
q
び
q
ρ
α
Φ
び
Φ
目
恥
辱
。
ω
O
Φ
臣
。
げ
畠
巧
①
ω
①
昌
α
Φ
層
跡
q
日
華
節
嶺
①
ロ
●
冨
巴
｝
㊦
・
H
Q
Q
ト
っ
O
レ
ω
・
ω
Q
◎

自
）
な
る
著
述
に
於
て
、
二
個
の
ゲ
ル
マ
ン
民
族
が
貴
族
と
自
由
人
と
の
二
の
階
級
か
ら
成
る
如
く
、
各
ガ
ウ
は
二
種
の
土
地
か
ら
成
つ
・
て
居
る
、
一
は
自

．
由
人
、
貴
族
、
国
王
、
教
会
等
の
個
人
の
所
有
権
の
下
に
あ
る
土
地
で
く
旨
器
ぼ
α
o
臼
貯
凶
。
蔓
立
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
第
二
は
多
く
の
自
由
人
の
共
同
所
有

権
ヒ
（
O
①
。
。
。
。
白
腹
梓
Φ
赫
①
艮
冨
B
）
の
下
に
あ
σ
て
共
同
に
利
用
せ
ら
れ
る
土
勉
、
即
ち
マ
ル
ク
共
同
体
の
土
地
で
あ
る
。
ガ
ウ
の
住
民
に
適
用
せ
ら
れ
る
法
律

に
人
民
法
（
ノ
N
◎
一
貯
。
自
H
Φ
O
げ
げ
）
と
入
域
安
全
規
定
（
＜
O
下
心
臣
Φ
α
Φ
ロ
）
が
あ
る
如
く
、
マ
ル
ク
共
同
体
の
土
地
に
関
し
て
は
マ
ル
ク
法
（
竃
霧
屏
巴
Φ
o
げ
酔
）
と
マ

ル
ク
安
全
規
定
（
ン
h
p
δ
H
一
（
出
五
一
Φ
ユ
①
b
［
）
が
あ
る
。
マ
ル
ク
法
は
共
同
使
用
に
関
す
る
個
人
の
割
当
之
そ
の
利
用
の
種
類
を
規
定
し
、
マ
ル
ク
安
全
規
定
は
組
合

員
に
対
し
て
マ
ル
ク
法
の
適
用
を
確
実
に
し
、
隣
人
の
侵
害
に
対
し
て
彼
等
の
権
利
を
保
護
す
る
し
と
言
は
れ
て
る
る
。

　
ロ
ツ
ゲ
氏
は
如
何
な
る
史
料
に
よ
っ
て
か
N
る
説
を
主
張
さ
れ
た
か
こ
れ
を
詳
に
し
な
い
が
別
か
x
る
共
同
所
有
権
（
Φ
①
ロ
。
鋤
臼
日
富
茜
①
官
爵
崖
ヨ
）
が
存
在

し
た
と
い
ふ
説
に
対
し
て
反
対
論
が
現
は
れ
て
来
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
ド
ー
プ
シ
ユ
教
授
の
主
張
で
あ
る
。
ド
ー
プ
シ
ユ
教
授
は
そ
の
著
「
欧
洲
文
化

発
展
の
経
済
的
社
会
的
基
礎
（
》
鳳
O
湯
b
O
U
ω
o
ゲ
・
芝
一
昌
ω
o
び
鋒
慈
O
げ
①
q
口
匹
G
O
O
N
巨
①
O
亀
目
巳
ぢ
ゆ
q
Φ
ロ
ユ
自
国
貫
8
鐵
。
。
巳
μ
①
昌
丙
葭
葺
居
①
暮
露
O
匹
偉
旨
ゆ
q
．

≦
δ
昌
μ
㊤
b
っ
ω
●
ω
●
①
b
っ
融
）
に
於
て
、
「
シ
ー
ザ
」
の
上
記
の
ガ
リ
ア
戦
記
四
ノ
一
一
六
ノ
ニ
十
二
は
個
人
の
所
有
権
の
否
定
で
な
く
し
て
国
家
社
会
主
義
政

策
の
表
明
で
あ
る
。
・
シ
ー
ザ
ー
は
六
章
二
十
二
節
の
末
尾
に
於
て
二
塁
の
人
々
は
最
も
有
力
な
人
々
さ
へ
自
分
等
以
上
に
所
有
し
な
い
と
い
ふ
事
を
知
っ
た

ら
そ
れ
で
満
足
す
る
だ
ら
う
」
（
d
け
⇔
巳
旨
一
器
ρ
録
霞
8
覧
Φ
σ
Φ
日
o
o
口
¢
昌
①
9
葺
・
o
q
皆
ω
量
の
ρ
巳
ω
ρ
偉
①
o
娼
①
ω
o
同
旨
b
o
8
ロ
江
。
。
。
。
一
日
お
⇔
ρ
ρ
信
螢
鼠

く
達
＄
ρ
）
と
言
っ
て
み
る
の
は
ハ
当
時
ゲ
ル
マ
ン
の
社
会
に
は
個
人
所
有
権
が
存
在
じ
、
且
つ
土
地
所
有
の
差
別
、
権
力
者
と
庶
民
と
の
対
立
の
あ
る
事
を

間
接
に
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
彼
の
三
頭
政
治
の
土
地
政
策
を
辮
…
護
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
又
タ
キ
ト
ウ
ス
の
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
ニ
十
六
章
の
上
記
の
文
献
は
、
一
般
庶
民
を
土
地
分
配
か
ら
除
外
し
た
ロ
ー
マ
の
大
農
制
度
（
一
語
け
圃
臨
⇔
口
一
一
曽
）
に
反
対
し

て
、
ゲ
ル
マ
ン
の
社
会
に
於
て
は
、
土
地
を
全
体
之
し
て
占
有
し
、
（
O
o
o
q
b
簿
δ
節
O
q
巴
O
養
5
鋤
び
鑑
旨
貯
Φ
崩
虜
）
、
耕
作
者
の
数
に
帯
し
て
（
霞
O
⇔
q
日
Φ
巴
O

。
三
8
罎
臼
）
、
個
人
的
身
分
を
顧
慮
し
て
（
ω
①
o
q
昌
ユ
営
日
α
茜
口
鉾
δ
昌
Φ
旨
）
分
配
す
る
の
で
、
誰
も
・
ー
マ
の
如
く
土
地
分
配
か
ら
除
外
さ
れ
な
い
と
主
張
し

て
み
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
q
巳
く
霞
ω
δ
は
地
方
自
治
体
（
竃
効
H
犀
）
で
は
な
い
。
又
タ
出
、
ト
ウ
ス
が
二
＋
六
章
に
於
て
「
彼
等
は
年
々
耕
作
地
を
変
更
す
る

も
二
品
土
地
（
田
野
）
は
あ
り
饒
っ
て
み
る
」
（
》
弓
く
9
つ
賃
⇔
⇔
⇔
o
ω
岳
信
鍵
⇔
F
　
①
け
。
。
賦
娼
窪
窃
け
象
。
瞬
卑
）
と
書
っ
て
み
る
の
は
、
各
自
の
所
有
す
る
広
い
田



野
の
内
で
耕
作
地
を
取
り
替
る
こ
と
で
、
ロ
ー
マ
の
集
約
経
営
（
日
暮
①
易
ぞ
①
≦
貯
畠
。
冨
h
け
）
に
対
す
る
ゲ
ル
マ
ン
の
広
汎
経
営
（
①
算
①
霧
ぞ
①
≦
一
洋
の
。
甲

”
津
）
に
よ
る
穀
草
経
済
禽
①
観
ぴ
q
量
。
。
≦
胃
諮
良
蜀
津
）
を
主
張
す
る
も
の
で
共
産
主
義
に
よ
る
土
地
共
有
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
同
じ
二
十
六

章
に
「
「
彼
等
は
果
樹
園
に
種
子
を
蒔
き
、
掻
揚
を
園
ひ
、
茱
園
に
灌
齢
す
る
が
如
き
労
働
に
よ
っ
て
土
地
の
肥
沃
さ
や
広
さ
を
酷
使
し
よ
う
と
し
な
い
。
土
地

．
に
は
穀
物
だ
け
が
課
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
」
（
2
①
o
①
託
言
8
ヨ
螺
び
Φ
昌
鉾
①
①
け
偉
。
目
b
一
頃
q
畠
ぎ
①
の
。
罵
一
巴
〕
霞
①
o
o
算
①
⇔
含
ロ
♂
葺
O
o
B
鷺
貯
o
o
づ
臨

。。

@
屋
馨
①
挫
℃
乱
雲
。
D
8
鷺
Φ
ロ
σ
Φ
け
げ
。
洋
。
ω
瓜
騎
①
耳
●
自
。
o
冨
紳
Φ
羅
曽
①
。
。
①
ぴ
q
霧
一
日
O
零
巨
富
）
と
一
言
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
書
せ
ら
れ
る
。
更
に
ゲ

ル
ヤ
ン
は
泉
、
林
、
牧
地
を
中
心
と
し
て
十
分
離
れ
て
居
住
し
て
み
た
事
（
十
六
章
）
、
奴
隷
、
半
自
由
入
を
使
役
し
て
彼
等
か
ら
年
貢
を
納
め
し
め
て
居
た
事

（
一
．
一
＋
五
章
）
。
・
首
領
に
対
し
て
自
発
的
に
家
畜
、
農
作
物
を
献
上
す
る
習
慣
が
あ
り
、
こ
れ
が
首
領
の
必
要
を
離
し
て
み
た
事
（
十
五
章
）
等
を
社
会
的
地
位

に
応
し
て
土
地
を
分
配
し
て
み
た
事
と
併
せ
考
ふ
れ
ば
、
当
時
ゲ
ル
マ
ン
の
社
会
に
は
地
主
制
度
の
行
は
れ
て
る
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
得
る
。
又
十
五
章
に
於

て
「
最
も
勇
敢
に
し
て
最
も
好
戦
的
な
者
は
自
ら
何
事
も
爲
さ
ず
、
家
事
、
燈
辺
、
田
畑
の
量
切
の
世
話
を
軍
営
、
老
人
及
家
庭
内
の
最
も
虚
弱
な
者
に
打
委

せ
て
自
ら
怠
惰
に
日
を
過
す
」
（
悶
。
詳
虜
臨
雪
目
ω
ρ
乱
ω
ρ
餌
①
鋤
。
び
①
厳
o
o
。
。
δ
。
自
一
巳
質
ω
巳
げ
富
鋤
け
q
Φ
昌
。
。
植
ユ
巴
①
験
懸
屋
自
。
目
賃
ω
霧
「
娼
Φ
ロ
鉾
貯
導
、
①
け
鋤
ぴ
q
腎
。
雪
月

。
崖
鍵
富
露
ぼ
δ
。
。
Φ
巳
ぴ
偉
ω
ρ
犀
①
①
け
ぎ
旨
豊
凶
霧
ば
昌
o
o
三
ρ
離
①
①
図
二
目
臨
貯
”
野
鶴
び
①
び
Φ
口
鉾
）
と
言
っ
て
み
る
が
、
こ
の
最
慰
勇
敢
に
し
て
最
も
好
戦
的

な
る
者
こ
そ
地
主
階
級
に
属
す
る
人
々
で
あ
る
。
彼
等
は
平
素
選
抜
せ
ら
れ
た
る
若
者
に
ト
華
華
せ
ら
れ
て
権
威
（
山
戯
巳
畠
の
）
あ
る
生
活
を
送
っ
た
。
（
十
三

章
）
。
か
N
る
権
威
は
二
十
六
章
の
社
会
的
地
位
（
山
一
画
塾
瞬
け
圃
O
）
と
同
一
の
言
葉
で
地
主
と
し
て
の
権
威
を
も
意
擁
す
る
。
然
し
ゲ
ル
マ
ン
の
地
主
の
多
く
は
、
・

奴
隷
の
年
貢
に
依
頼
し
て
飲
酒
と
賭
博
に
干
る
様
な
無
為
の
生
活
を
送
る
も
の
で
な
く
、
ガ
リ
ァ
戦
記
六
章
二
十
四
章
に
記
さ
れ
る
如
く
「
訣
乏
で
赤
貧
で
忍

．
耐
強
い
」
・
営
々
と
働
く
自
作
農
で
も
あ
っ
た
。
彼
等
は
奴
隷
に
対
し
て
余
り
階
級
的
差
別
感
を
抱
か
ず
、
彼
等
の
子
供
は
一
定
の
年
齢
に
達
す
る
迄
奴
隷
の
子

供
ど
同
様
な
生
．
活
環
境
に
置
か
れ
た
（
二
十
章
）
6
」
r

　
以
上
は
原
始
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
農
地
制
度
に
関
す
る
ド
ー
プ
シ
ユ
教
授
の
見
解
の
大
要
で
あ
る
が
、
惟
ふ
に
原
始
ゲ
ル
マ
ン
民
族
は
第
二
節
に
述
べ
た
如
く

定
住
的
農
耕
民
族
で
あ
る
こ
と
、
彼
等
め
社
会
は
比
較
的
複
雑
な
進
化
．
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
等
は
個
性
の
強
い
民
族
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
へ
て
、
シ

ー
ザ
ー
や
タ
キ
ト
ウ
ス
の
文
献
か
ら
、
原
始
ゲ
ル
マ
ン
の
下
に
着
て
は
土
地
に
対
す
る
個
人
の
所
有
権
が
発
達
し
、
ド
ー
プ
シ
ユ
教
授
の
所
謂
地
主
制
度
（
O
壁
・

昌
山
げ
①
羅
ψ
o
ゲ
β
。
津
）
ゐ
存
在
し
て
居
た
事
も
類
推
せ
ら
れ
る
。
こ
の
地
主
制
度
は
古
代
の
ロ
ー
マ
叉
は
中
世
の
そ
れ
と
は
異
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
事
も

想
像
．
せ
ら
れ
る
。
か
し
る
地
主
制
度
が
ゲ
ル
マ
ン
の
・
ー
マ
風
社
会
へ
の
侵
入
と
共
に
、
・
ー
マ
の
土
地
制
度
の
影
響
を
受
け
て
中
世
の
荘
園
制
度
と
し
て
癸

達
し
た
の
で
あ
ら
う
。
現
に
エ
ル
サ
ス
、
ロ
ー
ト
リ
シ
ゲ
ン
地
方
に
多
い
園
鋤
づ
O
o
犀
ω
更
①
旨
①
び
U
＝
匹
≦
①
鵠
が
切
偉
。
げ
ω
薯
①
障
Φ
」
誤
ぎ
Φ
話
。
ゲ
≦
Φ
一
δ
罫
等
の

　
　
　
原
始
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
農
地
制
度
に
就
て
（
三
喜
田
）
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
七
）

“

り

7

．

O



、

‘

　
　
　
　
信
州
，
大
学
紀
要
　
第
二
号
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
（
八
）

芝
①
肖
①
巴
の
語
尾
の
つ
く
地
名
は
、
ロ
ー
マ
風
地
域
に
侵
入
し
た
ゲ
ル
マ
ン
族
が
、
ロ
ー
マ
の
農
園
な
る
く
簑
鋤
①
巴
q
の
慧
。
帥
①
を
占
領
し
て
、
薪
な
土
地
の
所

有
者
ど
な
り
自
己
の
ゲ
ル
マ
ン
風
の
名
前
に
、
＜
筥
卑
Φ
の
託
で
あ
る
薫
①
隣
①
同
を
つ
け
て
呼
ん
だ
の
が
地
名
と
し
て
残
っ
た
も
の
で
、
．
こ
れ
に
よ
っ
て
ゲ
ル

マ
ン
の
土
地
に
対
す
る
個
入
所
有
権
と
、
ゲ
ル
マ
ン
風
制
度
と
ロ
ー
マ
の
風
習
と
が
融
合
し
て
中
世
的
制
度
へ
と
発
展
し
て
行
く
過
程
が
う
か
が
は
れ
る
。

　
か
く
ゲ
ル
マ
ン
の
原
姶
時
代
に
於
て
私
は
個
人
の
所
有
権
の
存
在
し
た
事
を
是
認
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
シ
ー
ザ
ー
の
文
献
に
よ
っ
て
一
時
こ
の
個
人
所
有

権
が
制
慣
せ
ら
れ
る
様
な
土
地
の
共
岡
利
用
が
行
は
れ
た
事
も
否
定
出
来
な
い
と
思
ふ
。
シ
ー
ザ
ー
の
記
述
は
戦
争
状
態
に
あ
る
ス
エ
ヰ
イ
（
O
o
⇔
①
＜
燭
族
の

特
殊
状
態
の
描
写
で
あ
る
が
、
ゲ
ル
マ
シ
民
族
は
長
い
聞
・
ー
マ
民
族
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
、
か
x
る
特
殊
状
態
も
一
般
化
さ
れ
る
傾
向
を
持
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ツ
べ

た
で
あ
ら
う
。
叉
原
始
時
代
の
ゲ
ル
マ
ン
の
血
族
は
平
時
に
於
て
も
戦
時
に
於
て
も
戦
友
と
し
て
の
団
体
を
組
織
し
て
み
た
。
ゲ
ル
マ
、
ー
ニ
ア
の
七
章
に
看
て

「
は
「
彼
等
の
騎
兵
隊
又
は
襖
形
の
歩
兵
隊
が
偶
然
の
機
会
叉
は
偶
然
の
徒
党
か
ら
成
立
っ
て
居
る
の
で
な
く
家
族
又
は
血
縁
の
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
て
み
る
こ

と
は
彼
等
に
特
別
の
勇
気
を
与
へ
る
刺
戟
と
な
っ
て
み
る
」
（
O
o
o
匹
ρ
奉
娼
置
①
o
首
窪
目
囲
。
摘
藻
自
象
巳
の
言
鼠
富
豪
①
β
冒
目
Φ
ω
F
冒
。
⇔
o
器
二
ω
遣
Φ
o
臨
自

蜜
詳
9
0
0
昌
α
q
｝
O
び
曽
臨
。
．
窪
H
一
昌
簿
昌
帥
暮
。
臨
β
①
O
導
楠
麟
。
圃
計
。
。
①
ユ
貯
目
口
嵩
薗
①
Φ
け
b
8
営
口
諏
臨
け
9
叶
Φ
。
。
．
）
と
書
ひ
、
工
十
一
章
に
於
て
は
「
鴬
張
は
血
縁
の
者
の

抱
け
る
敵
意
は
そ
の
友
情
と
同
様
に
是
非
引
続
が
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
c
o
信
。
。
o
甘
①
層
①
＄
葺
一
巳
ヨ
圃
9
臨
碧
ψ
ω
Φ
¢
娼
鋸
盤
。
。
”
。
D
①
段
づ
属
o
b
ぎ
ρ
償
一
℃
ρ
⇔
碧
ヨ
餌
B
8
建
霧
臥

謬
①
o
①
ω
ω
①
＄
轄
）
と
言
っ
て
み
る
。
復
讐
の
権
利
．
（
閏
①
び
畠
①
H
Φ
O
ず
け
）
を
神
聖
な
も
の
と
し
て
認
め
て
み
た
、
ゲ
ル
マ
ン
の
社
会
に
於
で
は
、
血
縁
は
共
同
の

敵
に
対
す
る
防
禦
叉
は
復
讐
の
為
の
団
結
体
と
「
し
て
の
意
義
を
持
っ
て
る
る
。
戦
時
に
於
て
は
か
x
る
血
縁
の
者
が
歩
兵
隊
や
騎
兵
隊
を
組
織
し
た
の
で
あ
ら

う
。
又
か
反
る
団
体
は
血
族
の
長
で
あ
る
長
官
や
首
領
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
。
か
x
る
団
体
は
経
済
的
団
体
で
は
な
い
が
如
何
な
る
団
体
も
経
済
を
除
外
し
て

は
存
続
し
な
い
。
従
っ
て
か
x
る
団
体
員
が
共
同
に
土
地
を
耕
作
し
、
利
用
し
た
事
、
か
x
る
土
地
に
対
し
て
は
シ
ー
ザ
曹
の
記
述
の
如
く
血
族
の
長
で
あ
る
長

官
や
首
領
が
支
配
権
を
掌
握
し
て
み
た
事
が
想
像
さ
れ
得
る
。
、
又
古
代
の
村
落
は
か
」
る
長
官
や
首
領
の
指
導
の
下
に
指
南
、
形
成
せ
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ

る
。
故
に
か
x
る
団
体
に
よ
っ
て
占
有
せ
ら
れ
た
土
地
は
、
タ
キ
ト
ウ
ス
の
如
く
「
金
体
と
し
て
村
に
於
て
占
有
せ
ら
れ
る
」
．
（
簿
び
戸
毎
く
①
轟
寅
ぼ
く
討
¢
の
鴇

o
o
o
織
工
導
霞
）
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
又
社
会
の
情
勢
が
安
定
す
れ
ば
、
か
二
る
土
地
は
「
直
ち
に
彼
等
相
互
の
聞
に
於
て
、
祉
会
的
地
位
に
応
じ
て
分

配
せ
ら
れ
る
」
（
澹
。
ω
臼
。
図
一
算
興
。
。
ρ
ω
8
¢
ロ
魯
目
ユ
茜
⇔
暮
δ
昌
①
β
o
鶏
賦
q
藻
岩
）
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
土
地
の
上
に
大
小
の
地
主
や
小
作
人
た
る
奴

蘇
の
居
る
原
始
ゲ
ル
マ
ン
の
社
会
が
形
成
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
か
く
感
じ
来
れ
ば
「
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
」
二
十
六
章
の
こ
の
コ
湊
ぴ
q
嵩
”
局
目
。
β
⇔
日
①
冠
o
o
三
け
。
吋
自
ヨ
’
的
び
二
巳
く
Φ
携
δ
ぎ
≦
o
①
の
o
o
o
＝
耳
蝉
け
葺
が
　
ρ
⊆
o
も
。

日
。
客
ぼ
け
①
同
の
ρ
ω
Φ
o
二
男
自
薦
ヨ
匹
償
捧
9
凱
。
口
①
目
”
b
旧
蹟
冒
昌
薮
圏
こ
な
る
簡
潔
な
文
章
の
う
ち
に
、
ゲ
ル
マ
ン
社
会
の
数
百
年
目
亘
る
発
展
が
、
い
み
じ
く
も

9 O

唱

齢
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Summary

The Agrarian System of German in the Earliest Time.

By Kumazo Mikita

  A key of the solving of this problem is in the interpretation of the famous  paSsages of Julius Caesar's "De  Bello 

gallico", and VI, 22, and Tacitus' germania C. 26. The jurists in the early nineteenth century advocated the 

agrarian-communism or Mark-association (Markgenossenschaft) theory from these passages. But I think private land 

ownership developed in German in the earliest period. The "agri" of Tacitus can hardly be identified with the Mark 

and can not be  interpreted Tocitus, "universi" as Mark-Associate with  commural  laud-ownership. But  there were 

unions of families and clans in German in the earliest time, and such unions were supported only by economic effo-

rts. Such unions of families and clans performed co-cultivation of land and limited  private ownership a little  by 

reason of military object. But  When  the  -situation became peaceful and stable, they divided the land  for number of 

cultivators (pro numero cultorum) and "secundum dignationem". So  short passoge of Tacitus' germania  C.26  explan-
-
ed the historical develo pment of many hundreds years such as co-cultivation and dividion of land in German earli-

est time. 

    * Professor of European  History, Faculty of the Liberal Arts and Science, at the  Shinshu University.
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